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子どもたちの成長を支える環境づくり 

副校長 中村 志保 

〇引き取り訓練 

 最近、大きい地震が何度も発生したり、台風の接近に伴い警報が発令されたりするということが

ありました。常日頃の備えの大切さを実感しています。 

先日の引き取り訓練にご協力いただき、ありがとうございました。震度５弱以上の地震を想定し

た訓練です。渋谷区の全小中学校においては、渋谷区に震度５弱以上の地震が発生した場合、直ち

に授業を打ち切り、引き渡しを開始いたします。実際、携帯やアプリなどが使えない場合も考えら

れます。日頃からお子さんと登下校に際しての注意すべき場所の確認など、災害発生時の約束を親

子で決めておきましょう。校内でも今回の引き取り訓練について反省点を共有し、次に生かしてい

きたいと考えています。子供達には、月に１回の避難訓練で、避難にあった際、まずは「自分の生命

は自分で守る」の意識でどのような行動をすればよいか、子供自身が考えて行動できるよう指導し

ています。 
 

〇水泳指導 

 子供たちが楽しみにしている水泳指導が始まりました。水泳指導で最も注意していることは、事

故防止です。安全に水泳指導を行うために、学校では連日の気温と水温の計測を行い、水道やシャ

ワーを始め、プール施設の安全を徹底しています。水泳指導開始前に、全教職員で浄化槽操作や給

水・排水などプールに関する安全点検と、代々木消防署の方の指導による実技研修などを行ってい

ます。指導に際しては、水に親しみ、学年に応じた動きや技能を身に付けることができることをめ

あてとしています。今年から水泳カードをデジタル化し、home&school に入力をお願いしています。

体温の入力の他、爪なども清潔に保つようお願いします。それが安全につながります。楽しく安全

に学習ができるよう努めてまいります。 
 

〇読書を楽しむ 

先週、全学年を対象とした「おはなしカメさん」による読み聞かせがありました。

この読み聞かせは、年に２回１０年ほど続いているイベントです。子供たちは、素

話や、手遊びなど前のめりになってお話の世界に浸っていました。図書の時間にも

一人一人の読書をする時間の前に図書館専門員さんによる読み聞かせを低学年中

心に行っています。PTAの図書ボランティアの方も子供たちが本に親しめるよう環

境を整えてくださっています。授業の隙間時間にも読書の時間をとっています。 

 本を読むことのメリットとして考えることは、「なぜ学ぶのか」ということを考えることと似てい

ると私は考えています。様々な考え方や捉え方がありますが、本を読むことで世界を知り、深く物

事を考えることができるようになります。深く考えることは、自分らしく豊かな人生をつくること

につながります。そのためには、子供たちが日常の中で自然に本に親しめることが大切です。本が

身近にある環境づくりに保護者の方も一緒に楽しんで取り組んでみてはいかがでしょうか。 
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